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研究例会発表要旨2004。7.24 『デザイン理論』45/2004

1950年 代 の リー トフ ェル トの デ ザ イ ン

ー 航空機 のイ ンテ リアデザイ ンに見 られ る色彩デザイ ン

村井 博/大 阪芸術大学大学院芸術文化研究科博士課程(後期)

ヘ リ ッ ト ・トー マ ス ・リー トフ ェル ト

(1888-1964)は,デ ・ステイルに関与 した建

築 家 ・デザイナーと して一般 に知 られている。

リー トフ ェル トを語 る上で,デ ・ステイル と

の関係性 を抜 きに して語 ることはできないが,

彼 の色彩 の扱 いには,デ ・ステイルか らは幾

分 なが ら切 り離 して考え る必 要のあ る,彼 特

有 の色彩観 が潜 んで いると考 え られ る。

そ こで本発表 では,彼 が手 がけた子供用 の

家具 や玩具 の分析を通 して彼特有 の色彩観 を

明 らかにす るとと もに,さ らに彼 が再 び色彩

デザイ ンに取 り組む1950年 代 の作例 を取 り上

げ再検討 し,リ ー トフェル トの色 彩デザイ ン

の基本 的な方 向性 について考 察す る。

リー トフ ェル トの子供用の家具

1923年 頃 に三原色を用 いて着色 された 《レッ

ド/ブ ルー ・チェァ》は,塗 装の色彩 によ っ

て,木 材 として の素材感を表面上 失 っている。

木材 で出来 ているという先入 観な しで この椅

子 を見 れば,こ の椅子が何か別の素材 ででき

ているのではないか とい う錯 覚す ら我 々は抱

く。 さ らに,そ の要素構成的な構造 と原色 か

ら玩具 のブロ ックが思い起 こされ,我 々は何

か しらの 「楽 しい」印象,つ まり色彩 か ら受

ける心理的 な高揚感を抱 く。

このよ うな効果 は,建 築において さらに顕

著 であ り,1924年 の 《シュレーダー邸》 で も,

色 彩の力 によ り,「 楽 しい」雰 囲気が ある こ

とは否定で きない。色彩それ も原色 を この住

宅 に,こ れ ほど積極的 に採用す ることができ

た大 きな要 因の一つ には,リ ー トフェル トが,

シュ レーダー夫人の子供たちを喜 ばせ るこ と

を期待 したことが考えられる。

子供を対象にした色彩の採用ということに

関 していえば,リ ー トフェル トは多 くの子供

用の家具や玩具を手掛けている。それ ら子供

用の家具や玩具の中には,装 飾的な要素を含

んだものが多い。そこから考えれば,彼 の色

彩の使用は,子 供用の家具や玩具のデザイン

を通 して発展してきたと考えることが可能で

あり,さ らに色彩の使用全般に関 して言えば,

子供用の家具や玩具における装飾要素と同 じ

働きを,彼 は色彩にも期待 していたようであ

る。つまり,色 彩デザインの 「娯楽性」が期

待されていたのではないだろうか。

1950年 代 の航空機 イ ンテ リアデザ イン

1920年 代 半ば以 降 リー トフ ェル トは,家 具

や インテ リアデザイ ン,さ らには建築 デザ イ

ンにお いて,色 彩 を積極 的に使用 しな くな っ

て しまう。 しか し長 い時期 を経 て,戦 後,

1950年 代 後半に入 ると,建 築 や家具や イ ンテ

リアのデザイ ンにおいて,リ ー トフェル トは

再 び色彩を取 り入 れたデザイ ンに も取 り組 む

ようにな る。 その代 表的な ものの中に,い く

つかの航空機 のイ ンテ リアデザイ ンが あ り,

こ こにおいて彼 の色彩 デザイ ンの本質 を垣 間

見 ることが出来 るのであ る。

リー トフェル トは1955年 株 式会社オ ラ ンダ

王立航空機製作所 フォ ッカーか ら,新 しいF.

27型 機 のためにイ ンテ リアをデザイ ンす るよ

うに依頼を受け,1957年 に は,KLM社 か ら

新 しいロ ッキー ド社 エ レク トラ機 とダグラス

社DC-7C型 機 及 びDC-8型 機 のた めに設計

をす るように依頼 された。 これ らのイ ンテ リ
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アデザインを詳 しく見れば,以 前の彼の色彩

の使用法 と異なる大きな二つの点に気付く。

第一に,空 間における平面上で色彩によって

色面の構成を行い,そ の平面を分割している

点である。第二に,使 用されている色彩の種

類の変化である。以前は見られることの少な

かった緑と,こ れまでは採用されることのな

かったパステル トーンがこれら航空機のイン

テ リアデザインでは採用されている。

このような変化の要因は幾つか考えられる。

一つには,1950年 代のオランダで起 こってい

た 「色彩運動」と呼ばれる社会現象との関連

がある。二つ目には,こ れらの航空機のイン

テ リアデザインには,空 間的な制約,つ まり

細長いチューブ状の閉鎖的な内部空間を克服

する必要があったということである。圧迫感

のあるあの閉鎖的な空間を打破し,少 しでも

快適な空間を生み出そうとして,彼 が辿 り着

いた解決法がこれらの変化であったのだ。三

つ目には,そ のような快適な空問の実現のた

めに,子 供用の家具のデザインにおいて色彩

に期待 した,色 彩のもつ 「娯楽性」を,航 空

機のインテリアという大人の退屈な空間に持

ち込んだということである。それにより,ま

ず 目を楽 しませることで,空 間的な制限か ら

注意をそらし,さ らに,色 面を用いた空間分

割をいろいろと試行錯誤することで,空 間の

閉鎖的な圧迫感を取 り除こうと試みていたの

だ。原色のみならず,パ ステル トーンを用い

たことでその効果はより増大していたのであ

る。

かない。に もかか わ らず,彼 が この ような評

価を受 けるのは,そ れだ け彼の色彩デザイ ン

が我 々を魅 了 し,我 々はそれを享受 し,楽 し

んでい るか らであると言わな ければな らない

のであ ろう。

1960年 に リー トフェル トは,シ ッケ ンス賞

という,建 築 と色彩の統合 とい う分野 におい

てと りわ け業績の あった者 に贈 られる賞 を受

賞 して いる。 リー トフェル トが積極 的に色彩

を建築や家具デザ インに採 用 したのは,彼 の

キ ャリア全体か ら考え るとほんの一部分で し
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